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●昨年度､ 石隈利紀先生の ｢一人の援助がみん

なの援助 苦戦している子どもへの援助が学

校を変える｣ という連載がありました｡ 特集１

を読みながら､ まさにこの連載タイトルどおり

のことが起こっていると感じました｡ 苦戦して

いる一人の子どもへのかかわりは､ 学級を､ そ

して学校全体をも変える力があるようです｡

●コーチングが成立する土台は､ コーチが ｢あ

なたはできる｣ と相手 (子ども) を信じ切るこ

とです｡ そこを土台に傾聴や承認や質問などの

スキルで､ その子のやる気を高め､ 自発的な行

動を引き出していく｡ 学校教育相談は､ 同様の

方法論を内包していると思います｡ それでもコ

ーチングについて学ぶことで､ ふだん忘れがち

な ｢子どもの可能性を信じ切る態度｣ を再確認

したり､ やる気や行動を引き出す具体的なヒン

トが得られるのは貴重だと感じました｡ ���
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子どもたちは成長するにつれ､ 自分たち

でトラブルを解決する力をつけていく必

要があります｡ ｢ケンカ両成敗｣ や ｢握

手して仲直り｣ を超える指導を探ります｡
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親の離婚への様々な思いや生活の変化な

どに揺れる子どもの心を､ 教師はどう理

解し､ どう寄り添うことができるのか､

事例を通して模索します｡
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